
中地域・地域福祉ネットワーク推進会議は、地域を支えるため、また地域で孤立した人をつくらない

ために、各専門機関の「顔の見える関係づくり」「気軽にすぐに相談できる関係づくり」を推進しています。

これからもネットワークを強化し“制度のはざま”にある人や“複合的な課題”を抱えた人への支援が円

滑にできるように、また、誰もが安全、安心して暮らしていくことができる福祉のまちづくりの向上を目

的に今後も継続して開催していきますので、宜しくお願いします。

高 齢
・地域包括支援センターアンパス東大阪・地域包括支援センターアーバンケア島之内
・地域包括支援センター春光園・地域包括支援センター向日葵・地域包括支援センター
みのわの里・基幹型地域包括支援センター角田・デイサービスセンター加納

障 害
・いんくる・発達障害サポートセンターピュア・基幹相談支援センター・障害者就業 生活
支援センターJ-WAT・支援センターのぞみ・スタートライン・はっぴぃプラザ

・フレンズ・相談支援センターわくわく・ワークワーク

児 童
・つどいの広場 きらりっこ・つどいの広場 コロボックル・つどいの広場 Twinkle
・花園精舎・本庄こども園

行 政
・中福祉事務所 高齢、障害係・中福祉事務所 保護課・中保健センター
・意岐部就労支援センター

医 療
・市立東大阪医療センター・ほっとナビ訪問看護ステーション
・訪問看護ステーション あおい

その他
・大阪府社会福祉協議会 社会貢献推進室・すずめの学校・とうふく・五条老人センター
・高井田老人センター・角田総合老人センター

令和３年度 第１回 中地域 地域福祉ネットワーク推進会議を開催しました。

テーマ：虐待の理解を深める

～東大阪市の虐待の現状～

講 師：東大阪市 子どもすこやか部

子ども見守り相談センター

子ども相談課 呉島氏

地域支援課 大森氏

令和３年９月１７日（金）東大阪市子どもすこやか部 子ども見守り相談セ

ンターより 呉島氏・大森氏をお招きしてご講演して頂きました。東大阪市

の虐待の現状・子ども見守り相談センターの役割や関係機関との連携等お話

して頂きました。

本来であれば、皆様会場にお越し頂いて、講演後に意見交換も兼ねてグルー

プワークを行い会議を進めていくのですが、新型コロナウィルス感染拡大防

止の為、今回は会場とオンラインのハイブリッド形式で開催しました。

今回参加して頂いた

事業所・施設

会場とオンライン（ZOOM)で
開催しました。

様々な専門分野から53名の方にご参加頂きました。



・令和２年度より新設された子ども見守り相談センターの役割を知る良い機会となりました。

・具体的な東大阪の児童虐待の状況等がわかって身近な課題であることが再認識されました。

・児童虐待の件数が一番多いことに驚きました。どのような対策をしていけば減っていくのか？
親もしんどくてそれを支える支援がないのか検討していく必要性を感じました。

・東大阪市の虐待について以前より詳しく知ることができました。虐待といっても色々なパターンがあり、
そのパターンにより会議等が行われる事地域での事、子ども・親も少しでも見守れたらと思いました。

・最近よくヤングケアラーについて耳にすることが多く、気になっていたので今回お話が聞けて良かったです。

・子どもの虐待の現状がわかり易く、理解できた。高齢者施設の勤務者として、ヤングケアラーについて
深く知りたかったです。

・資料も見やすく、お互いの顔が見れる状態での参加はとても良いと思う。

・コロナ禍にあり、オンライン会議で参加できるのは大変有難く思いました。

・質疑応答がカメラによって会場にいるような感じがして良かったです。
・対面であれば参加ができなかったと思うのでオンラインでの実施はありがたいです。

・感染予防ができ、往復路の時間なく、時間を有効に使えた。

アンケートへの
ご協力ありがとう
ございました。

子ども見守り相談センターより呉島氏・大森氏
貴重なお話ありがとうございました。

会場とオンライン（ZOOM)にて開催。
会場では距離を開けて感染症対策を行いながら会議を行いました。


